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【医療機器の“使いにくさ”、現場の声を伝えましょう。】
ーー 医療機器ユーザビリティエンジニアリング・ワークショップ ーー

「このボタン、押し間違いそう…」 「現場ではその動線で使えないよ…」
「修理依頼を受けて確認したら操作方法の間違いだった…」

そんな医療現場（ユーザー）のリアルな声と、開発者（メーカー）の情熱を

ダイレクトにつなぐワークショップを開催します！

 「ユーザビリティ評価」とは単なる「使い心地の確認」ではありません。
「法規制への適合」と「現場の医療安全・作業効率化」

「開発コストの最小化」を同時に満たすための極めて重要なプロセスです。

我々CEは現場にいるからこそ開発者が気づけない危険に気づける存在です。
開発者に伝えるときに、完璧な改善案やアイディアを出す必要はありません。

 「誰が・どの場面で・何に困り・どんなリスクを感じたか」 
この生の⽂脈を伝えるコツさえ知っていればいいんです。

違和感や現場の課題を未来の安全な機器開発へつなぐ思考法を学びませんか？

開発メーカー・企業の皆様へ

開発室のシミュレーションでは見えない「現場の真実」に触れるチャンス！

この場で、リアルな評価と熱いフィードバックを持ち帰ってください。
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